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一般入試前期Ａ日程　１日目

数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，Ⅱ，Ａ，Ｂの内容から，解と係数の関係と対称式，２次関数のグラフ，確率と
場合の数，命題と多項式の定積分を選んで基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　概ねよくできていました。
　（２）　絶対値をはずさずに，x2－２x ＝ x －１のみを解いて　　　　　　だけを解答し

たものや，場合分けをせずに　　　　 ，　　 　　と解答した間違いが見受けられ
ました。

　（３）　空所 カ  で問題文をよく読まずに，文中の「５以上」を「５のみ」と誤認し，　　
と解答したものがありました。

　（４）　よくできていましたが，－２≦ a≦４となる間違いが見受けられました。

■出題のねらい
　ベクトルと平面図形についての基本的な事項を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。しかし，１つミスをすると大きな減点につながります
ので，注意しましょう。

　（１）　点Ｑで点対称と間違えているものが見受けられました。
　（２）　よくできていました。
　（３）　よくできていました。
　（４）　（１）を間違えると，空所 キ  ， ケ  の解答を導くことができません。

■出題のねらい
　三角関数，極限，微分・積分の計算に関する基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　正答に辿りついた解答がとても少なかったです。極限についてよく理解していな

いと思われる解答が多く見受けられました。
　（２）　部分積分法を用いる問題でしたが，公式を正しく用いることができていない解答

が少なからずありました。
　（３）　（１），（２）の解答を用いる問題のため，正答は多くありませんでした。

■出題のねらい
　対数関数とその微積分に関する基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　 a －４x＝０とする間違いが見受けられました。
　（２）　よくできていましたが，log（a－４x）＝log a－log４xとする間違いが見受けられ

ました。
　（３）　よくできていました。
　（４）　y＝�（x）のグラフが書けず，正しい積分まで導けていない解答が多く見受けられ

ました。置換積分を行えば計算が簡単になりますが，それに気づいていない解答が
ありました。
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Ⅳ

■出題のねらい
　数列に関する基本的な知識，対数と桁数の関係を理解しているかを問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　空所 ウ  の式変形が思いつかなかったと思われる解答が見受けられましたが，

数列の問題では典型的な変形です。解答が正しいかどうかは b4，b5ぐらいまでの値
を求めれば確認できます。

　（２）　よくできていましたが，log が残ったままの解答が少しありました。
　（３）　空所 キ  で対数の値と桁数が１ずれることを忘れている解答が目立ちました。

100は３桁で log10100＝２のような確認をすれば防げる間違いです。

■出題のねらい
　グラフの平行移動，放物線，直線，定積分の基本的な知識を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　微分法の基本的知識を問う問題で，大部分の人ができていました。
　（２）　関数のグラフの平行移動に関する基本的な問題で，多くの人が正答でした。また，

「平行移動した曲線の方程式に関する公式」を直接用いるのではなく，放物線C1の

頂点　　　　 　　が平行移動により点　　　　　 に移ることを用いた解答が多い
ように感じました。その場合，分数の計算ミスが目立ちました。

　（３）　（１），（２）を正答したほとんどの人が正しく解答していました。しかし，交点
の座標ではなく，x 座標だけを求めた解答が少しありました。

　（４）　図面の面積を定積分の計算により求める問題で，（３）まで正答の人の多くが正
しく解答していました。しかし，図形の上下の境界線を逆にしたため，面積が負の
値になるなど，間違った解答をしているものも少なからずありました。

Ⅴ

Ⅵ

一般入試前期Ａ日程　１日目

物理

■出題のねらい
　惑星の運動を題材に基本的な等速円運動とケプラーの法則に関する問題を出題しまし
た。法則を与えて，公式の暗記・適用だけではなくしっかりと考察できるかを問いまし
た。また，バネを用いて類似した系を作り，簡単な応用力も問いました。

■採点講評
　（１）は等速円運動の問題です。基本事項をおさえているかを問いました。問４以外
の正答率は高かったですが，力の向き（向心力）を理解していない人が少なからずいま
した。問４は加速度に関する基本的かつ重要な問題ですが，正答率は非常に低かったで
す。加速度は「速さ」を変化させる成分と，「速度の向き」を変化させる成分があるこ
とを理解していないと解けません。
　（２）はケプラーの法則を用いて等速円運動をする惑星の運動を問いました。問５の

「ケプラーの法則」はよくできていましたが，誤答も見受けられました。教科書をじっ
くりと読んでください。問７は数値を代入して計算する問題です。少し面倒なところも
ありますが，しっかりと計算していけば正答に辿りつけます。解答として考えられない
ような大きな値や１kgよりも小さな値を書いている人がいました。物理では得られた
解答が正しいかどうか直感的に判断する能力も重要です。いつでもチェックする習慣を
つけておいてください。正答者は10％以下でした。
　（３）は楕円軌道と双曲軌道の問題です。問８，９は与えられた図や法則を用いて解
答できます。一見難しそうですが，それほどでもありません。落ち着いて取り組んでく
ださい。問10は力学的エネルギー保存の法則を用いて解きます。
　（４）はバネを用いて惑星系と似た系を作り，力学的エネルギー保存の法則と面積速
度一定の法則について問いました。バネの位置エネルギーを理解していない誤答が目立
ちました。問12も落ち着けば難しい問題ではありません。何を求めるのかをしっかりと
おさえて問題に取り組んでください。
　惑星の運動についてはあまり学習をしていない人がいるようで，予想していたよりも
正答率が低かったです。しかし，問題を注意深く読めば正答に辿りつくことができます。
公式をそのまま当てはめるのではなく，基本的なことを理解して自分で考察していく学
習がさらに重要になると思われます。
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化学

■出題のねらい
　鉛蓄電池および塩化銅の電気分解を題材にして，電気化学反応に関して正しく理解で
きているか，また，ファラデーの法則を用いて化学量論の計算が正しくできるかについ
て問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　〔１〕の鉛蓄電池の反応は大変よくできていました。ただ，元素記号を正しく書けて
いない受験者が散見されました。元素記号は，１文字目は大文字，２文字目以降は小文
字で書かなければなりません。また，化学反応式では，左辺と右辺の元素の種類と数，
電荷は必ず等しくしなければなりません。化学反応式を書く際には必ずチェックするよ
うにしてください。
　〔２〕の塩化銅（Ⅱ）の電気分解についても，ほとんどの受験者が正しく理解できて
いました。（４）では，鉛蓄電池の正極反応と負極反応を考えると，電流の向きは明ら
かです。電流の向きと電子の流れる向きが逆であることは知っておきましょう。（５）
の反応式においても，左右の電荷がつり合っていない解答がありました。（６）では，
0.35ｇ という解答が多数みられました。陽極反応と陰極反応の電荷をつり合わせて考
えることが重要です。また，この設問では0.71ｇという解答がみられました。問題文で，
原子量としてCl：35と指定していますので注意してください。（７）の設問は，誤答の
多さが目につきました。酸化マンガン（Ⅳ）の化学式をMnO4と覚えている受験者が多
くいました。化合物名の後のかっこ内のローマ数字は，金属等の酸化数です。また，酸
化マンガン（Ⅳ）と濃塩酸の酸化還元反応では金属マンガンは生成しません。（８）では，
質量が増加する場合には＋，減少する場合には－の符号をつけて解答するよう指示しま
したが，符号のついていない解答がありました。問題文を最後まで読んでから，解答す
る習慣をつけましょう。

Ⅰ

■出題のねらい
　コンデンサー，抵抗，電池，スイッチからなる簡単な回路を題材として，電気分野の
基本事項について問いました。特に，電気量と電位差の関係を表すグラフを通して，コ
ンデンサーの基本的性質の理解度をみました。

■採点講評
　前半部分の正答率は高かったですが，後半のグラフに関連する問題はあまりできてい
ませんでした。日頃から，暗記に頼るのではなく，基本的な概念から論理的に考え，グ
ラフを多用するなどして，物理現象を理解するよう心掛けてください。
　問１は非常によくできていました。スイッチを入れた瞬間，コンデンサーの両極板間
の電位差が０であることから，オームの法則を用いて電流を求めることができます。電
荷の移動や電流の向きについても，よく確認しておいてください。問２～５までは，比
較的よくできていました。これらはどの教科書にも記載されている基本事項なので，し
っかり理解しておいてください。問６では，残りのエネルギーは電池に戻る，あるいは，
単に消失するといった解答がみられ，すべて不正答としました。問７では，誤答の（ｄ）
を選択した受験者が多かったようです。この場合，極板Ａと極板Ｂの各電気量が変化し
ないとすると，極板間の電場の強さは変わりません。一方，電極間の電位差は変化し，
コンデンサーに蓄えられる静電エネルギーも変化することがわかります。問８のグラフ
の描画はあまりできていませんでした。特に，電気量Qと電位差Vの関係を表す図で，

原点（０, ０）から点（Q0，　　E）に向かう矢印（グラフ）を描いている誤答が多くみられま

した。問９の斜線の描画と仕事についても低い正答率でした。グラフを使ってコンデン
サーの性質を考えるという点で見慣れない内容だったかもしれませんが，数式のみなら
ず，グラフが示す意味を考え，現象についてしっかり理解することが肝要です。

■出題のねらい
　理想気体の状態方程式，熱力学第１法則，定積モル比熱と定圧モル比熱の定義式，断
熱変化について基本的な事項を問いました。式展開の計算能力があるかもみています。

■採点講評
　（１）の空所 ア  ， イ  ， ウ  は理想気体についての定積モル比熱と定圧モル比熱
の定義式や，両者の関係を示すマイヤーの関係式を熱力学第１法則から導出する問題で
した。
　空所 ア  ， イ  の正答率は約80％でした。空所 ウ  の正答率は約60％でした。（２）
はピストンで容器内に閉じ込められた理想気体についての問題でした。 問１はピスト
ンに作用する重力と気体の押す力のつり合いから気体の圧力を求める問題でした。問１
の正答率は約80％でした。気体の状態方程式から気体の温度を求める問２の正答率は約
90％でした。問３は理想気体の断熱圧縮変化では温度が上昇することを問う問題でした。
三択の記号選択の正答率は約70％でしたが，その選択の根拠となる理由を正しく記述で
きた人が少なかったです。（２）の空所 エ  ， オ  は理想気体の比熱比を断熱変化を利
用したピストンの振動運動の周期から算出する問題でした。問題文を正しく読み取って
近似式の計算ができれば解答できる問題でしたが，空所 エ  ， オ  の正答率は約60％
でした。
　物理の現象を理解するうえで，基本的な法則を把握しておくことは重要です。教科書
でそれらをしっかりと理解しておいてください。そのうえで式の計算もできるようにし
てください。

■出題のねらい
　〔１〕硫黄の単体とその化合物に関する問題，〔２〕酸素の単体とその化合物に関する
基本的な問題です。

■採点講評
　〔１〕硫黄化合物の生成，性質に関する問題です。（１）は硫黄の燃焼により発生する
ガスを問う問題で，よくできていました。（２）は硫化水素の性質に関する問題で，比
較的よくできていましたが，「還元性」と記載すべきところを「還元」とする解答など，
注意不足と考えられるものが見受けられました。解答群から答える問題ですので，正確
に記載するようにしましょう。（３）同じ１種類の元素からできているのに，性質の異
なる単体が「同素体」です。よくできていました。（４），（５）は実験室で二酸化硫黄を
発生および捕集法に関する問題です。銅の濃硫酸との反応によりCuSO4が生成するとこ
ろをCuOとする解答が多く見受けられました。また，捕集法についてはよくできてい
ました。（６）は硫化水素の体積を計算する問題です。標準状態１atm，０℃での１mol
の体積，22.4Ｌを利用して算出した5.6Ｌという解答が多数見受けられました。問題は27
℃としているので，気体定数Rを利用して算出する必要があります。注意してください。
また，有効数字にも気をつけましょう。
　〔２〕酸素とその同素体であるオゾンに関する問題です。（７）は酸素を発生させる方
法に関する問題です。塩素酸カリウムをKClOとしている解答が多数みられました。正
しくはKClO3ですので正確に覚えましょう。（８）３）ではO3+２KI → I2+O2+K2Oとす
る解答が多数みられました。正確に覚えましょう。４）は３）の反応式が書ければ容易
な問題です。
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化学

■出題のねらい
　鉛蓄電池および塩化銅の電気分解を題材にして，電気化学反応に関して正しく理解で
きているか，また，ファラデーの法則を用いて化学量論の計算が正しくできるかについ
て問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　〔１〕の鉛蓄電池の反応は大変よくできていました。ただ，元素記号を正しく書けて
いない受験者が散見されました。元素記号は，１文字目は大文字，２文字目以降は小文
字で書かなければなりません。また，化学反応式では，左辺と右辺の元素の種類と数，
電荷は必ず等しくしなければなりません。化学反応式を書く際には必ずチェックするよ
うにしてください。
　〔２〕の塩化銅（Ⅱ）の電気分解についても，ほとんどの受験者が正しく理解できて
いました。（４）では，鉛蓄電池の正極反応と負極反応を考えると，電流の向きは明ら
かです。電流の向きと電子の流れる向きが逆であることは知っておきましょう。（５）
の反応式においても，左右の電荷がつり合っていない解答がありました。（６）では，
0.35ｇ という解答が多数みられました。陽極反応と陰極反応の電荷をつり合わせて考
えることが重要です。また，この設問では0.71ｇという解答がみられました。問題文で，
原子量としてCl：35と指定していますので注意してください。（７）の設問は，誤答の
多さが目につきました。酸化マンガン（Ⅳ）の化学式をMnO4と覚えている受験者が多
くいました。化合物名の後のかっこ内のローマ数字は，金属等の酸化数です。また，酸
化マンガン（Ⅳ）と濃塩酸の酸化還元反応では金属マンガンは生成しません。（８）では，
質量が増加する場合には＋，減少する場合には－の符号をつけて解答するよう指示しま
したが，符号のついていない解答がありました。問題文を最後まで読んでから，解答す
る習慣をつけましょう。

Ⅰ

■出題のねらい
　コンデンサー，抵抗，電池，スイッチからなる簡単な回路を題材として，電気分野の
基本事項について問いました。特に，電気量と電位差の関係を表すグラフを通して，コ
ンデンサーの基本的性質の理解度をみました。

■採点講評
　前半部分の正答率は高かったですが，後半のグラフに関連する問題はあまりできてい
ませんでした。日頃から，暗記に頼るのではなく，基本的な概念から論理的に考え，グ
ラフを多用するなどして，物理現象を理解するよう心掛けてください。
　問１は非常によくできていました。スイッチを入れた瞬間，コンデンサーの両極板間
の電位差が０であることから，オームの法則を用いて電流を求めることができます。電
荷の移動や電流の向きについても，よく確認しておいてください。問２～５までは，比
較的よくできていました。これらはどの教科書にも記載されている基本事項なので，し
っかり理解しておいてください。問６では，残りのエネルギーは電池に戻る，あるいは，
単に消失するといった解答がみられ，すべて不正答としました。問７では，誤答の（ｄ）
を選択した受験者が多かったようです。この場合，極板Ａと極板Ｂの各電気量が変化し
ないとすると，極板間の電場の強さは変わりません。一方，電極間の電位差は変化し，
コンデンサーに蓄えられる静電エネルギーも変化することがわかります。問８のグラフ
の描画はあまりできていませんでした。特に，電気量Qと電位差Vの関係を表す図で，

原点（０, ０）から点（Q0，　　E）に向かう矢印（グラフ）を描いている誤答が多くみられま

した。問９の斜線の描画と仕事についても低い正答率でした。グラフを使ってコンデン
サーの性質を考えるという点で見慣れない内容だったかもしれませんが，数式のみなら
ず，グラフが示す意味を考え，現象についてしっかり理解することが肝要です。

■出題のねらい
　理想気体の状態方程式，熱力学第１法則，定積モル比熱と定圧モル比熱の定義式，断
熱変化について基本的な事項を問いました。式展開の計算能力があるかもみています。

■採点講評
　（１）の空所 ア  ， イ  ， ウ  は理想気体についての定積モル比熱と定圧モル比熱
の定義式や，両者の関係を示すマイヤーの関係式を熱力学第１法則から導出する問題で
した。
　空所 ア  ， イ  の正答率は約80％でした。空所 ウ  の正答率は約60％でした。（２）
はピストンで容器内に閉じ込められた理想気体についての問題でした。 問１はピスト
ンに作用する重力と気体の押す力のつり合いから気体の圧力を求める問題でした。問１
の正答率は約80％でした。気体の状態方程式から気体の温度を求める問２の正答率は約
90％でした。問３は理想気体の断熱圧縮変化では温度が上昇することを問う問題でした。
三択の記号選択の正答率は約70％でしたが，その選択の根拠となる理由を正しく記述で
きた人が少なかったです。（２）の空所 エ  ， オ  は理想気体の比熱比を断熱変化を利
用したピストンの振動運動の周期から算出する問題でした。問題文を正しく読み取って
近似式の計算ができれば解答できる問題でしたが，空所 エ  ， オ  の正答率は約60％
でした。
　物理の現象を理解するうえで，基本的な法則を把握しておくことは重要です。教科書
でそれらをしっかりと理解しておいてください。そのうえで式の計算もできるようにし
てください。

■出題のねらい
　〔１〕硫黄の単体とその化合物に関する問題，〔２〕酸素の単体とその化合物に関する
基本的な問題です。

■採点講評
　〔１〕硫黄化合物の生成，性質に関する問題です。（１）は硫黄の燃焼により発生する
ガスを問う問題で，よくできていました。（２）は硫化水素の性質に関する問題で，比
較的よくできていましたが，「還元性」と記載すべきところを「還元」とする解答など，
注意不足と考えられるものが見受けられました。解答群から答える問題ですので，正確
に記載するようにしましょう。（３）同じ１種類の元素からできているのに，性質の異
なる単体が「同素体」です。よくできていました。（４），（５）は実験室で二酸化硫黄を
発生および捕集法に関する問題です。銅の濃硫酸との反応によりCuSO4が生成するとこ
ろをCuOとする解答が多く見受けられました。また，捕集法についてはよくできてい
ました。（６）は硫化水素の体積を計算する問題です。標準状態１atm，０℃での１mol
の体積，22.4Ｌを利用して算出した5.6Ｌという解答が多数見受けられました。問題は27
℃としているので，気体定数Rを利用して算出する必要があります。注意してください。
また，有効数字にも気をつけましょう。
　〔２〕酸素とその同素体であるオゾンに関する問題です。（７）は酸素を発生させる方
法に関する問題です。塩素酸カリウムをKClOとしている解答が多数みられました。正
しくはKClO3ですので正確に覚えましょう。（８）３）ではO3+２KI → I2+O2+K2Oとす
る解答が多数みられました。正確に覚えましょう。４）は３）の反応式が書ければ容易
な問題です。
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